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前報（染井・他, 2009, JpGU, SCG088-P18）ではひずみ集中帯内外で起きたM7クラスの本震とその余震の地震系列の
震源特性の違いについて調べた．具体的には，ひずみ集中帯内の５地震系列と西南日本のひずみ速度が相対的に小さい
地域の３地震系列である．K-NET, KiK-netの強震記録を用い，規模の違うイベントの記録の S波コーダ部分のスペクト
ル比をとることで，伝播経路及びサイト特性を相殺させて観測震源スペクトル比を得た．それに対して Brune (1970)に
よるω−2モデルに基づく理論震源スペクトル比関数をフィッティングさせ，各イベントのコーナー周波数f cを求め，円
形クラックモデルにより応力降下量を推定した．ここまで対象とした地震系列の結果からは，本震や地震系列全体につ
いて，ひずみ集中帯の内外で震源特性に違いは無かった．
今回は，ひずみ集中帯内で発生し本震のメカニズム解が横ずれ断層型の 1995年兵庫県南部地震や，1996年宮城県北

部の地震，2003年宮城県北部の地震，1997年山口県北部の地震を加えた 12本震を含む全部で 324イベント（M w:3.1－
6.9）の震源特性を評価した．データは，K-NET，KiK-net，関西地震観測研究協議会の各強震記録を使用した．震源スペ
クトルの推定には前回と同様に，S波コーダ部分を用いる．震源スペクトル（比）はほとんどω−2モデルによってモデ
ル化できた．各地震系列の応力降下量は，ひずみ集中帯の内外，また，本震のメカニズムタイプによって特徴付けた各
地震系列のメカニズムタイプにおいても系統的な特徴は無かった．本研究の結果の検証を行うため，今後，本震のよう
な地震規模の大きな地震に対して推定された震源パラメタと既往研究の震源モデルとの比較や，広帯域地震観測網 F-net
を使用した場合の結果との比較，また，パラメタの推定に対する観測点分布の影響を精査する．
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